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令和７年度 第６回部長会議 会議記録（要旨） 

 

開催日時：令和７年８月１日（金）  15時00分から16時25分まで 

開催場所：Ａ301-302会議室 

出席者 ：佐藤市長、髙田副市長、熊谷教育長、清水総務部長、佐々木企画部長、下平リニア推進部長、牧内リ

ニア駅周辺整備担当参事、下井ゼロカーボンシティ担当参事、林福祉部長、山﨑こども未来健康部長、

浅野産業経済部参事、小倉建設部長、馬場建設部参事、岡本危機管理部長、齊藤市立病院事務局長、

筒井議会事務局長、秦野教育次長、小澤財政課長、松井秘書課長、滝沢南信州広域連合事務局次長、

加藤経営管理課長、澤柳企画課長 

 

会議内容 

１ 理事者あいさつ 

＜市長＞ 
・参議院選挙の事務に従事した職員に感謝申し上げる。政治自体の流動化が続くが、未来に対して責任のある

政策選択をしていかないといけない。長期的な視点で見たときに、来年度の位置付けや取り組むべき課題は

何かといった先を見る視点や本質を見極める視点を持って物事を見ること。 

・福祉部や建設部の関係する現場へ同行し、直接現地を確認することの重要性を感じた。まちづくり懇談会で

話題になった場所は、少なくとも担当職員はすぐに行くことと同時に、市長が見ておく必要性がある場合は、

調整をお願いしたい。 

・職員が夏季休暇を取得できるよう各部局長や各課長は職場全体のマネジメントをすること。 

＜副市長＞ 

・９月議会の決算認定に向けて令和６年度がどういう年度であったのか、特別会計も含めてどういう決算だっ

たのかを全体として理解していただくために、しっかり説明できるよう準備をすること。 

＜教育長＞ 
・人形劇フェスタのスタッフとして従事する職員には、ご協力に感謝申し上げる。 

・遠山郷学園の和田小学校と上村小学校を再編することについて、５月に地域や保護者の代表から要望をいた

だいた。要望書では令和８年４月からの再編をご要望いただいたが、教育委員会で協議をした中で、実質的

には合同授業等を来年４月からスタートし、完全な再編は令和９年４月という方向で進めている。８月４日

に行われる教育委員会第２回臨時会で最終的な議決を得てマスコミに公表する。ご承知おきいただき、情報

や心配な事があれば教えていただきたい。 

・学園構想の中でソフト面を一生懸命やっているが、地域から要望の声も上がってきている。地域から上がっ

てきた声を大事にしながら進めていきたい。 

 

２ 協議事項 

 (1) 令和８年度戦略計画策定及び予算編成に向けた重点の調査について 

◇趣旨 

  ・令和８年度戦略計画策定及び予算編成に向けた重点の調査について協議する。 

◇意見  

（福祉部長） 

・複数の基本目標に関連している事業はどうすれば良いか。 

（企画課長） 

 ・基本目標の戦略の達成に向けて、どちらがより効果的なのかという視点で整理をしていただきたい。 

（市長） 

   ・分からなければ両方の基本目標に出して良い。 

（総務部長） 

   ・マネジメントリーダーの負担が大きい。 

・重点に選ばれた事業と選ばれない事業の違いは何か。 

公表用 
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 （企画課長） 

   ・重点的に取り組む事業は、予算化に向けて具体的に検討していくものである。 

 （市長） 

   ・重点事業が最終的に令和８年度の戦略目標として記載されるかは最後に決まる。 

（総務部長） 

・重点事業候補であると思うが、途中で変わっても良いのか。 

（市長） 

・全体を見る中で最終的に変わることはある。 

（危機管理部長） 

・市長にブレインストーミングの感想を聞きたい。 

（市長） 

・５つの視点は綺麗にまとまっているが、まとまってしまうとそれで満足してしまうし、どこの自治体でも

同じことが言えるので、敢えて「飯田ならではの」と補足している。ブレインストーミングで各グループ

が出し合ったものの中に大事な視点が隠れている可能性があり、重点として具体的な事業を考える時のヒ

ントになる。 

・ブレインストーミングを行う前に、令和８年度がどういう年なのかという視点で考えてもらいたいとお願

いした。令和８年度に取り組むべき事業を未来視点から見ること。個々の意見であるミクロとまとめのマ

クロの視点を往復しながら考えることが必要である。 

（福祉部長） 

・ブレインストーミングで出た５つの視点からの事業とそれ以外の着実かつ堅実にやらなければならない事

業がある。重点事業５事業は目安という話だったが、基本目標ごとに重点事業の数の多少があっても良い

と思うがどうか。 

（企画部長） 

・全体が出てきたところで最終的に調整する可能性はある。 

 

３ 報告事項 

 (1) 令和７年飯田市議会第３回定例会の付議案件について 

  ◇趣旨 

  ・令和７年飯田市議会第３回定例会の付議案件について報告する。 

◇意見  

（市長） 

・路線バスの車両取得とは何か。 

（リニア推進部長） 

・遠山へ通うのに、信南交通(株)では運転手はいるが車両がないとのことだった。市で車両を購入し、最終

的に信南交通(株)へ寄附をする。国の補助金も活用しており、今回初めてケースではあるが、他の自治体

では行われている。 

（議会事務局長） 

・追加の提案の予定はあるか。一般案件に関しては、開会日に提案する見込みとなっているのか。 

（総務文書課長） 

・追加の提案について現時点では、当課への連絡はない。一般案件は初日に間に合うように進めている。 

（議会事務局長） 

・議案の補足説明資料の提出期限が告示日の前日となっている。改めてお願いしたい。担当から資料の相談

をすることもあるが対応をお願いしたい。 

・改選により当初予算の説明を聞いていない議員もいるため、丁寧な説明をお願いしたい。 

 

 (2) 令和６年度決算の概要について 

  ◇趣旨 

  ・令和６年度決算の概要について報告する。 

 



 

 

3／3 
 

 

◇意見  

（市長） 

・水道事業の説明ができるように準備すること。料金改定により給水収益が増加し、純利益は２億 8,271万

円で前年度比１億4,680万円の増となるが、これを財源にできないかといった質問が出る可能性がある。

単年度でみると増額となっているが、長期的な見通しでは違うことを説明できるよう財政課と上下水道局

は調整しておくこと。 

 

 (3) 令和６年度市税等の収納実績について 

  ◇趣旨 

  ・令和６年度市税等の収納実績について報告する。 

◇意見  

（議会事務局長） 

・決算の概要の金額の表示の仕方と違うため、整合させること。 

（納税課長） 

・整合させる。 

（市長） 

・収納率が県下１位となってからも上昇している。納税課の職員の努力の結果に敬意を表する。 

 

 (4) 飯田市議会全員協議会（9/1）報告事項について 

  ◇趣旨 

  ・飯田市議会全員協議会（9/1）報告事項について報告する。 

 

 (5) 第３回定例会各委員会協議会報告事項について 

  ◇趣旨 

  ・第３回定例会各委員会協議会報告事項について報告する。 

 

４ その他、連絡事項 

（教育次長） 

・320人余の職員に人形劇フェスタを支えていただいている。改めてお礼を申し上げる。 

・学園構想で進めているみらい創造科の研修会を８月８日（金）午後３時から午後４時45分まで予定してい

る。対象者は教員ではあるが、武田長野県教育長が講師となり、「ウェルビーイング実践校ＴＯＣＯ－ＴＯ

Ｎ 新しい学校の当たり前と探究的な学習のあり方」というテーマでご講演いただく。お時間があればご

参加いただきたい。 

 

（議会事務局長） 

・７月28日付け発行した「議会だより」では、市議会議員選挙が無投票だったことに対する議員の想いが掲

載されている。ホームページへの掲載や議会の図書室にもあるので、事務の参考にしていただきたい。 

 

（総務部長） 

・お盆過ぎに部局長へ障がい者雇用の研修会を予定している。できるだけご参加いただき、ご検討いただき

たい。 

 

（企画部長） 

・令和７年度南信州地域・信州大学連携推進協議会総会が、８月４日（月）午後６時00分からエス・バード

ホールにて開催される。名称変更してから初めての総会となる。今回は信州大学の永松副学長をお迎えし

て講演が行われる。多くの職員にご参加いただけるよう声掛けをお願いしたい。 

 

５ 閉 会 


